
水
処
理
／
土
壌
汚
染
対
策

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
（
国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
　
吉
村
和
就

１００兆円市場に挑む
　
人
口
の
増
加
、
経
済
の
発
展
に
よ
り
急
激
に
海
外
で
水
ビ
ジ
ネ
ス
が
進
展
し
て
い

る
。
過
去
１
０
０
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
世
界
の
水
需
要
は
人
口
増
加
率
の

倍
規
模
で
増
加
し
て
き
て
い
る
。
現
在
の
世
界
人
口

億
人
が
２
０
５
０
年
に
は

億
人
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
、
今
後
の
世
界
経
済
を
支
え
る
水
資
源
が
絶
対
的
に

不
足
す
る
。
海
水
淡
水
化
や
再
生
水
市
場
の
伸
び
が
期
待
さ
れ
、
さ
ら
に
ア
ジ
ア
諸

国
に
お
け
る
都
市
化
率
が
急
激
に
進
展
し
大
規
模
な
上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

海
外
で
広
が
る
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
望
と
課
題

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
長
地
域

淡
水
化
・
再
生
水
兆
円
市
場
に

バ
ラ
ス
ト
水
処
理
２
．
７
兆
円
市
場
　
　

新
興
国
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
急
務

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
用
水
処
理
装
置
　
　

人口増で高まる需要

日
本
企
業
の
戦
略

土
壌
汚
染
適
切
な
対
策
が
必
要

アジアに広がるビジネス
液体栄養剤の注入状況 国際環境ソリューションズ

　
土
壌
汚
染
は
工
場
な
ど
で
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ

Ｏ
Ｃ

や
重
金
属
な
ど
が
土
壌
に
漏
出
し
、
地
下
水
な

ど
周
辺
環
境
や
人
の
健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

特
に
工
場
用
地
な
ど
の
土
地
取
引
の
時
に
は
負
の
遺
産

と
し
て
潜
在
し
続
け
る
。
汚
染
が
拡
大
し
て
し
ま
う
前

に
操
業
時
か
ら
適
切
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
そ
の
ビ
ジ
ネ
ス
は
規
制
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
海

外
に
も
広
が
っ
て
い
る
。

　
日
本
で
最
初
に
土
壌
汚
染

対
策
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
２
０
０
３
年
の
土

壌
汚
染
対
策
法
の
施
行
。
背

景
に
は
再
開
発
や
リ
ス
ト
ラ

に
伴
う
土
地
売
買
で
ト
ラ
ブ

ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
増
え
た

こ
と
が
あ
る
。
た
だ
法
に
基

づ
か
な
い
汚
染
の
発
見
増
加

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生

じ
、

年
に
大
幅
改
正
さ

れ
、
調
査
義
務
が
３
０
０
０

平
方

以
上
の
土
地
形
質
変

更
時
に
な
る
な
ど
法
の
及
ぶ

範
囲
が
広
が
っ
た
。

　
ま
た
掘
削
除
去
へ
の
偏
重

を
避
け
、
低
コ
ス
ト
で
安
全

な
手
法
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
汚
染
を
根
本
か

ら
除
去
す
る
掘
削
除
去
は
高

コ
ス
ト
に
な
り
が
ち
で
不
適

正
な
処
理
が
発
生
す
る
リ
ス

ク
も
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
土
壌
汚
染

の
修
復
技
術
は
、
そ
の
場
で

汚
染
物
質
を
浄
化
す
る
原
位

置
浄
化

オ
ン
サ
イ
ト
型

へ
の
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い

る
。
近
年
で
は
工
場
な
ど
が

建
っ
た
ま
ま
、
操
業
し
た
状

態
で
対
策
が
で
き
る
方
法
も

増
え
て
き
た
。
特
に
薬
剤
を

使
わ
ず
微
生
物
な
ど
の
働
き

で
浄
化
す
る
バ
イ
オ
レ
メ
デ

ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る

手
法
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
バ
イ
オ
レ
メ
デ
ィ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
は
外
部
で
培
養
し
た

微
生
物
を
持
ち
込
ん
で
浄
化

す
る
技
術
と
、
修
復
場
所
に

生
息
す
る
微
生
物
を
栄
養
剤

を
使
っ
て
活
性
化
し
浄
化
す

る
技
術
が
あ
る
。
汚
染
物
質

の
分
解
に
効
果
を
発
揮
す
る

微
生
物
を
持
ち
込
む
手
法
は

浄
化
精
度
が
高
く
工
期
が
短

い
。
だ
が
生
態
系
の
影
響
を

考
慮
し
た
安
全
評
価
が
重
要

と
な
る
。
既
存
の
微
生
物
を

活
性
化
さ
せ
る
手
法
は
最
適

な
栄
養
剤
の
投
入
、
土
質
に

合
っ
た
注
入
法
な
ど
高
度
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
必
要
と
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
土
壌
汚
染
対
策

技
術
は
今
、
海
外
で
の
採
用

が
広
が
ろ
う
と
し
て
い
る
。

中
国
な
ど
で
法
規
制
が
強
化

さ
れ
る
動
き
な
ど
を
見
据
え

て
、
ア
ジ
ア
向
け
中
心
に
土

壌
汚
染
関
連
事
業
を
強
化
す

る
取
り
組
み
が
み
ら
れ
る
。

　
日
本
ア
ジ
ア
グ
ル
ー
プ
傘

下
で
土
壌
・
地
下
水
関
連
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を

手
が
け
る
国
際
環
境
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ

東
京
都
千
代

田
区

は
、
源
位
置
浄
化
技

術
で
実
績
を
持
つ
ア
イ
・
エ

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

同

と
中
国
事
業
で
業
務

提
携
し
た
。
国
際
環
境
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
現
地
提
携

先
企
業
や
ア
イ
・
エ
ス
の
現

地
グ
ル
ー
プ
企
業
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
集
結
。
調
査
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
浄
化
対

策
ま
で
一
貫
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
目
指
す
。

　
日
本
の
土
壌
汚
染
対
策
法

で
は
特
定
有
害
物
質
と
し
て

項
目
が
指
定
さ
れ
て
い
る

が
、
中
国
で
は
調
査
対
象
物

質
が
そ
れ
以
上
に
多
い
場
合

も
あ
る
と
い
う
。
他
に
も
東

南
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
な
ど
土

壌
汚
染
リ
ス
ク
は
広
が
っ
て

お
り
、
土
壌
に
負
担
の
少
な

い
浄
化
技
術
の
導
入
拡
大
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ２月２８日 金曜日 　　

　
も
う
一
つ
、
注
目
さ
れ
る

の
が
、
米
国
の
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
革
命
を
支
え
る
水
資
源
で

あ
る
。
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
掘

削
で
は
、
生
産
井
戸
１
本
当

た
り
１
―
２
万

の
水
を
使

い
水
圧
破
砕
法
で
シ
ェ
ー
ル

層
か
ら
ガ
ス
お
よ
び
オ
イ
ル

を
掘
り
出
し
て
い
る
。
そ
の

廃
液
は
地
下
注
入
さ
れ
、
将

来
大
き
な
水
質
汚
染
の
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
米

国
環
境
保
護
庁

Ｅ
Ｐ
Ａ

は
規
制
に
乗
り
出
し
、
大
き

な
水
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
米
国
で
の
２
０
２
０
年
の

水
処
理
市
場
は
約
９
０
０
０

億
円
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
る
が
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革

命
は
世
界

カ
国
に
進
展
す

る
も
の
と
み
ら
れ
、
大
き
な

可
能
性
の
あ
る
市
場
が
生
み

出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
分
野
に
お
い
て
日
本

の
水
関
連
企
業
の
進
出
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。
既
に
蒸
発

法
や
Ｒ
Ｏ
法
な
ど
で
米
国
の

Ｇ
Ｅ
や
フ
ラ
ン
ス
の
ヴ
ェ
オ

リ
ア
が
先
行
。
日
本
企
業
は

今
か
ら
基
礎
研
究
し
て
も
間

に
合
わ
な
い
の
で
、
米
国
企

業
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
や
Ｍ

＆
Ａ

企
業
買
収

で
取
り

組
ん
で
い
く
べ
で
あ
ろ
う
。

　
国
際
海
事
機
関

Ｉ
Ｍ

Ｏ

に
よ
る
「
バ
ラ
ス
ト
水

管
理
条
約
」
が
２
０
１
５
年

に
発
行
さ
れ
る
と
予
想
さ
れ

る
中
、
バ
ラ
ス
ト
水
ビ
ジ
ネ

ス
が
拡
大
し
て
い
る
。
船
を

安
定
さ
せ
る
た
め
注
水
さ
れ

る
バ
ラ
ス
ト
水
に
含
ま
れ
る

水
生
生
物
や
微
生
物
の
国
際

間
の
移
動
を
禁
止
す
る
条
約

で
、
微
生
物
や
菌
類
の
完
全

殺
菌
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｍ
Ｏ
で
承
認
さ
れ
た
バ

ラ
ス
ト
水
処
理
装
置
は

件

で
、
今
後
、
世
界
７
万
隻

新
造
船
２
万
隻
を
含
む

の
船
腹
を
巡
り
大
き
な
市
場

が
展
開
さ
れ
る
と
み
ら
れ

る
。
こ
の
市
場
だ
け
で
将
来

的
に
は
２
・
７
兆
円
に
な
る

と
予
測
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
、
三
井
造
船
、

日
立
製
作
所
な
ど
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
共

通
課
題
は
装
置
の
小
型
軽
量

化
に
加
え
、
残
留
微
生
物
の

迅
速
測
定
法
の
開
発
と
な
っ

て
い
る
。

　
現
在
、
世
界
中
の
約
１
万

６
０
０
０
カ
所
で
海
水
淡
水

化
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
市
場
は
急
拡
大
し
て
い

る
。
伝
統
的
な
市
場
は
中
東

地
区
で
あ
る
が
、
急
拡
大
す

る
新
規
市
場
は
中
国
、
イ
ン

ド
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
ル

ジ
ェ
リ
ア
、
チ
リ
、
米
国

フ
ロ
リ
ダ
州
、
テ
キ
サ
ス

州
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

な
ど
で
あ
る
。
造
水
量
は
毎

年
３
０
０
万

増
加
し
、
年

率

―

％
の
伸
び
が
予
測

さ
れ
、
市
場
規
模
は
５
―

兆
円
に
達
す
る
と
さ
れ
る
。

同
時
に
膜
を
用
い
た
再
生
水

市
場
も
急
増
し
て
い
る
。

　
海
水
淡
水
化
に
使
わ
れ
る

逆
浸
透
膜

Ｒ
Ｏ
膜

は
日

本
メ
ー
カ
ー
が
世
界
需
要
の

約
６
割
の
シ
ェ
ア
を
握
る
。

日
東
電
工
、
東
レ
、
東
洋
紡

な
ど
が
活
躍
し
て
い
る
の
は

有
名
な
と
こ
ろ
だ
。
当
然
、

海
水
淡
水
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
伸
び
に
応
じ
て
、
米
国
ダ

ウ
ケ
ミ
カ
ル
の
ほ
か
、
韓
国

メ
ー
カ
ー
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

メ
ー
カ
ー
の
追
い
上
げ
も
激

し
く
価
格
競
争
も
激
化
し
て

い
る
。

　
日
本
メ
ー
カ
ー
は
価
格
競

争
力
と
と
も
に
、
膜
負
荷
を

低
減
さ
せ
る
の
に
有
効
な
前

処
理
方
法
の
技
術
開
発
が
急

務
で
あ
る
。
再
生
水
市
場
で

用
い
ら
れ
る
限
外
濾
過
膜

Ｕ
Ｆ
膜

や
精
密
濾
過
膜

Ｍ
Ｆ
膜

は
、
技
術
的
な

難
易
度
が
低
く
世
界
中
の
膜

メ
ー
カ
ー
が
参
入
。
さ
ら
に

熾
烈
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
つ

しれ
て
い
る
。
膜
単
体
ビ
ジ
ネ

ス
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
提
案
の

で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

能
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
拡
大
す
る
海
外
水
市
場

に
向
け
て
、
日
本
企
業
は
多

面
的
な
展
開
を
始
め
て
い

る
。
例
え
ば
水
ｉ
ｎ
ｇ
は
ア

ジ
ア
戦
略
と
し
て
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に

人
規
模
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
構

築
。
メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
オ

ラ
ン
ダ
の
Ｒ
Ｗ
Ｂ
と
資
本
提

携
し
セ
ラ
ミ
ッ
ク
膜
の
世
界

展
開
を
目
指
し
て
い
る
。
東

レ
は
韓
国
の
膜
会
社
ウ
ー
ジ

ン
ケ
ミ
カ
ル
を
買
収
し
膜
事

業
の
拡
大
を
目
指
し
、
ま
た

大
阪
ガ
ス
は
英
国
の
水
道
会

社
を
買
収
す
る
な
ど
多
彩
な

動
き
が
み
ら
れ
る
。

　
ま
た
日
立
製
作
所
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
企
業
の
ハ
イ
フ
ラ

ッ
ク
ス
と
組
み
イ
ン
ド
で
海

水
淡
水
化
事
業

総
額
５
０

０
億
円
規
模

を
立
ち
上

げ
、
今
後

年
間
に
わ
た
り

工
業
用
水
を
供
給
す
る
計
画

で
あ
る
。

　
日
本
は
「
水
の
再
利
用
の

国
際
標
準
化
作
業

Ｉ
Ｓ
Ｏ

／
Ｔ
Ｃ
２
８
２

」
の
幹
事

国
に
な
っ
た
こ
と
も
注
目
し

た
い
。
欧
米
が
主
体
で
つ
く

ら
れ
て
き
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
対

し
、
こ
れ
は
大
き
な
ク
サ
ビ

で
あ
り
、
今
後
の
日
本
勢
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
の
経
済
協
力

開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の

報
告
で
は
、
増
え
続
け
る
世

界
人
口
に
対
す
る

安
全
な

水
と
衛
生
改
善

に
は
、
毎

年
７
２
０
億

約
７
兆
２

０
０
０
億
円

の
投
資
が
必

要
と
さ
れ
て
い
る
。
２
０
３

０
年
に
は
１
０
０
兆
円
を
超

え
る
市
場
に
な
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
市
場
規
模
の
進
展
か
ら
見

る
と
今
後

年
以
内
に
ア
ジ

ア
太
平
洋
地
域
が
、
欧
州
や

北
米
市
場
を
抜
き
去
り
、
世

界
最
大
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て

い
る
。

　
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
に

お
い
て
、
公
共
の
上
下
水
道

事
業
は
全
体
市
場
の
約
７
割

を
占
め
る
。
こ
の
大
き
な
市

場
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
、

ロ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
ロ

ー
コ
ス
ト
戦
略

巨
大
な
資

本
力

利
益
を
確
保
す
る
ま

で
長
期
間
の
資
金
運
用
が
必

要
で
あ
る
。
い
わ
ば
体
力
勝

負
で
あ
り
、
忍
耐
力
を
持
つ

総
合
商
社
や
巨
大
企
業
で
な

く
て
は
取
り
組
め
な
い
事
業

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
欧
州
の

水
メ
ジ
ャ
ー
が
活
躍
し
て
い

た
が
、
国
を
挙
げ
て
取
り
組

む
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
な

が
台
頭
す
る
動
き
も
あ
る
。

　
で
は
こ
の
市
場
に
お
い
て

日
本
が
誇
る
技
術
力
が
発
揮

さ
れ
る
有
望
な
水
ビ
ジ
ネ
ス

分
野
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。


